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(57)【要約】
　氷の上を滑るためのスケート又はスキー等の移動手段
（３）のための結合器具（１）。この結合器具は、上側
シャーシ部分（６）及び下側シャーシ部分（７）を有し
、これらは連結手段（８）を用いて相互に接続されてい
る。上側シャーシ部分（６）及び下側シャーシ部分（７
）は互いに対して回転可能に、移動手段（３）の長手方
向に配設される。結合器具（１）は、第１の接触面（１
２）及び第２の接触面（１４）を含み、第１の接触面及
び第２の接触面の少なくとも一方は湾曲している。これ
により、上側シャーシと下側シャーシとの間の無段階回
転運動がもたらされ、これらシャーシは互いに対して後
方にも前方にも揺動することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　氷の上を滑るためのスケート又はスキー等の移動手段（３）のための結合器具であって
、
　前記結合器具は、上側シャーシ部分（６）、下側シャーシ部分（７）、及び連結手段（
８）を含み、
　前記上側シャーシ部分及び前記下側シャーシ部分は、前記連結手段によって係合され、
互いに対して枢動可能に、前記移動手段（３）の長手方向に配設され、
　前記結合器具（１）は更に、第１の接触面（１２）及び第２の接触面（１４）を含み、
前記第１の接触面及び前記第２の接触面の少なくとも一方は湾曲している、結合器具にお
いて、
　前記第１の接触面及び前記第２の接触面は、前記上側シャーシ部分及び前記下側シャー
シ部分が互いに対して枢動する間、前記第１の接触面の少なくとも一部が前記第２の接触
面の少なくとも一部に接触するように配設されることを特徴とする、結合器具。
【請求項２】
　前記連結手段（８）は少なくとも１つの車軸（１８）を含む、請求項１に記載の結合器
具（１）。
【請求項３】
　前記連結手段（８）は少なくとも１つのブッシュ（１９）を更に含む、請求項２に記載
の結合器具（１）。
【請求項４】
　前記ブッシュ（１９）は、少なくとも１つのバネ及び弾性材料のうち一方からなる、請
求項３に記載の結合器具（１）。
【請求項５】
　前記連結手段（８）は少なくとも１つのストラップ（２１）を含む、請求項１～４のい
ずれか１項に記載の結合器具（１）。
【請求項６】
　前記第１の接触面（１２）及び前記第２の接触面（１４）の少なくとも一方は、相互交
換可能である、請求項１～５のいずれか１項に記載の結合器具（１）。
【請求項７】
　少なくとも１つの前記相互交換可能な接触面は、独立した前部（１２ａ、１４ａ）及び
独立した後部（１２ｂ、１４ｂ）を含む、請求項６に記載の結合器具（１）。
【請求項８】
　少なくとも１つの前記相互交換可能な接触面は、前記上側シャーシ部分（６）及び前記
下側シャーシ部分（７）の一方に対して、前記移動手段の長手方向に可動である、請求項
６又は７に記載の結合器具（１）。
【請求項９】
　前記連結手段（８）は、前記結合器具の横断方向に基本的に水平に配設される、請求項
１～８のいずれか１項に記載の結合器具（１）。
【請求項１０】
　前記連結手段（８）は、前記結合器具に基本的に垂直に配設される、請求項１～８のい
ずれか１項に記載の結合器具（１）。
【請求項１１】
　前記結合器具（１）は、クラップ結合器具の上部又は下部に設置するよう配設される、
請求項１～１０のいずれか１項に記載の結合器具（１）。
【請求項１２】
　前記上側シャーシ部分（６）及び前記連結手段（８）の少なくとも一方は、靴（２）と
一体化されている、請求項１～１１のいずれか１項に記載の結合器具（１）。
【請求項１３】
　前記下側シャーシ部分（７）及び前記連結手段（８）の少なくとも一方は、前記移動手
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段（３）と一体化されている、請求項１～１２のいずれか１項に記載の結合器具（１）。
【請求項１４】
　前記第１の接触面は、前記上側シャーシ部分に含まれる、請求項１～１３のいずれか１
項に記載の結合器具。
【請求項１５】
　前記第２の接触面は、前記下側シャーシ部分に含まれる、請求項１～１４のいずれか１
項に記載の結合器具。
【請求項１６】
　前記上側シャーシ部分（６）と前記下側シャーシ部分（７）との間に配設された、独立
した中間構成要素（２８）を更に備え、
　前記独立した中間構成要素（２８）は、更なる第２の接触面を構成する上側接触面（２
５）、及び更なる第１の接触面を構成する下側接触面（２４）を含み、
　前記上側及び下側接触面の少なくとも一方は湾曲している、請求項１～１５のいずれか
１項に記載の結合器具。
【請求項１７】
　前記連結手段（８）はスナップロックを備え、これにより、前記上側シャーシ部分（６
）及び前記下側シャーシ部分（７）は分解したり再び組立てたりすることができる、請求
項１～１６のいずれか１項に記載の結合器具。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載の結合器具を含む、スキー、氷の上を滑るための
スケート、又は靴。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、靴を、氷の上を滑るためのスケート又はスキーに取り付けるための、一体型
又は分離型の結合器具に関する。より詳細には、本発明は請求項に記載の結合器具に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　氷又は雪の上を滑る際、滑走中に氷／雪に対するできる限り長い接触面を有するスケー
ト又はスキー（これ以降、移動手段（ｖｅｈｉｃｌｅ）と呼ぶ）を用いると有利である。
スケーター／スキーヤーはこれにより、下にある面の不完全性及び技術の不十分さに対し
て神経質にならなくてよくなる。氷／雪に対する接触面が短いと、素早い操縦及び発進時
に有利である。既存の技術的解決法のいくつか、並びにそれらの利点及び欠点を以下に説
明する。
【０００３】
　氷／雪に対する長い接触面を有する移動手段を用いて滑るために、所謂「クラップ」機
能に基づく多数の技術的解決法が現在存在し、このようなタイプの結合器具に関して、取
り付けポイントは靴の前方に配置されるか、又は靴の前部の下に配置される。スケーター
／スキーヤーが発進する際、靴の踵領域は移動手段との接触を解除する。これにより、靴
全体が移動手段に固定されている場合に比べて、発進力が改善される。しかしながら、取
り付けポイントがある程度固定されているという事実により、発進が制限される。氷／雪
に対する移動手段の接触面の長さにより、スケーター／スキーヤーは、発進のためにかな
りの足首の運動を行わなければならない。この運動を可能とするために、スケーター／ス
キーヤーは比較的柔らかい靴を使用する必要がある。これにより足周辺のサポートが最適
でなくなり、これは発進に悪影響を与える。
【０００４】
　バンディ選手は大きな氷面上で競技するため、バンディ用スケートは、氷に対する長い
接触面を有する移動手段を備える。しかしながら、迅速なターンを行うこともできなけれ
ばならないため、バンディ用スケートをクラップ機能で補助することはできない。氷に対
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する接触面が長いため、バンディ選手は、良好な発進を実現するためにかなりの足首の運
動を行うことができなければならない。これは即ち、スケーターが、最適なサポートをも
たらすことのないローカットの靴を使用しなければならないことを意味する。
【０００５】
　例えばアイスホッケー用スケート等のように、氷に対する短い接触面を有する移動手段
を用いて滑ると、発進の際に有利である。スケーターは刃の上で前方に「ロール」するこ
とができ、これにより、氷に対する強い力の印加に結びつく、より長い接触時間を実現で
き、発進時により大きな力を得る。刃の上で前方にロールすることは即ち、スケーターが
それほど大きな足首の運動を行う必要がなく、従って、より硬い靴を使用できることを意
味する。靴が硬いほど、サポートは大きくなり、より強力な発進が可能になる。氷に対す
る接触面が短いため、急角度のターンにおいてより良好な操作を得ることができる。しか
しながら、接触面が短いことの欠点は、滑走の効率が悪くなることである。これは、スケ
ーターが、氷に対する長い接触面を有する移動手段を用いて滑る場合よりも、不要な運動
及び下にある面の凹凸の影響を強く受けることによるものである。
【０００６】
　特許文献１に、クラップ機能に基づくスケートのための、公知のタイプの結合器具が開
示されており、この文献は、靴が上側シャーシ部分に取り付けられ、スケートが下側シャ
ーシ部分に取り付けられた結合器具を示す。上側シャーシ部分は、軸の周りで枢動運動す
るよう配設され、これにより、上側シャーシ部分は、スケートの長手方向に延在する下側
シャーシ部分に対して旋回軸として配設される。更にこの結合器具により、スケート使用
時に、靴の踵領域と爪先領域の両方が発進時に可動であるようにすることができる。それ
ゆえ、公知の結合器具では、２点で相互接続する上側及び下側シャーシを示す。発進時、
踵を持ち上げることができ、これと同時に爪先領域が後上方に動く。この設計により、発
進時間を長くすることができる。しかしながら、この公知の結合器具では、スケーターは
足の長さに沿って均一な圧力で重心をシフトすることができない。
【０００７】
　特許文献２に、クラップ機能に基づくスケートのための、別の公知のタイプの結合器具
が開示されており、この文献は、靴が上側シャーシ部分に取り付けられ、スケートが下側
シャーシ部分に取り付けられた結合器具を示す。この公知の結合器具は、発進時に靴の踵
部分がスケートの後部から持ち上がるよう設計されている。連結手段は、発進の第１段階
において上側シャーシの有意な支持機能を有し、上側及び下側接触面は発進の全段階にお
いて互いに接触しない（特許文献２の図４参照）。この公知の結合器具では、スケーター
は足の長さに沿って均一な圧力で重心をシフトすることができない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】米国特許第６１５２４５８号
【特許文献２】オランダ特許第８７０２０６８Ａ号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の目的は、アイススケーター及びスキーヤーが足の長さに沿って踵から爪先まで
均一な圧力で重心をシフトする能力を改善して、スケート／スキー使用時の快適性及び性
能を改善することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この目的は、請求項１に定義された本発明による移動手段のための結合器具によって達
成される。
【００１１】
　よって、本発明のある態様によると、氷の上を滑るためのスケート又はスキー等の移動
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手段のための結合器具が提供され、この結合器具は、上側シャーシ部分、下側シャーシ部
分、及び連結手段を含み、上側シャーシ部分及び下側シャーシ部分は連結手段によって係
合され、互いに対して枢動可能に、移動手段の長手方向に配設される。結合器具は更に、
第１の接触面及び第２の接触面を含み、第１の接触面及び第２の接触面の少なくとも一方
は湾曲している。第１の接触面及び第２の接触面は、上記上側シャーシ部分及び上記下側
シャーシ部分が互いに対して枢動する間、上記第１の接触面の少なくとも一部が上記第２
の接触面の少なくとも一部に接触するように配設される。
【００１２】
　本結合器具は、上側及び下側シャーシ間の無段階回転運動を提供し、これにより、アイ
ススケーター及びスキーヤーに、足の長さに沿って踵から爪先まで均一な圧力で重心をシ
フトする良好な能力がもたらされる。回転運動により、ユーザは、足及び脚をより良好に
サポートするために、より剛性の高い靴及び／又はよりハイカットの靴を使用することが
でき、これにより、より強力な発進が容易になる。しかしながら、足の長さに沿って踵か
ら爪先まで均一な圧力で重心をシフトする能力は、本技術分野の既存の技術によってもた
らされる運動よりも自然な運動をもたらすため、無段階回転運動だけでも、より強力な発
進が容易になる。また、回転運動によって、スケーターはより大きな角度で発進すること
ができ、これは一層有利であり、また発進の大部分において大きな筋群を使用することが
できるようになる。
【００１３】
　回転運動によって、下にある面、即ち氷又は雪の凹凸を受け流す／補償することが容易
になるため、スケーター／スキーヤーのバランスが改善される。更に、本発明により、氷
に対する移動手段の接触面を通常に比べて延長及び平坦化することができ、これによって
より良好な滑走がもたらされ、同時に、スケーターは踵から爪先へ体重を迅速にシフトす
ることができるようになり、従って、より迅速かつ短時間でのターン及び方向転換が可能
になる。
【００１４】
　本出願の目的に関して、用語「湾曲した」は、ある曲率半径を備える接触面の少なくと
も一部を表すと理解されたい。
【００１５】
　結合器具の実施形態によると、連結手段は構成要素の様々な組み合わせを備え、これは
有利には、相互接続機能及び跳ね返り機能の両方をもたらす。
【００１６】
　結合器具の実施形態によると、結合器具はクラップ結合器具の上部又は下部に設置する
よう配設される。典型的には、クラップ結合器具の上部に設置するためには、本発明の結
合器具は、現在は靴に設けられている通常の接続手段を有する。クラップ結合器具の下部
に設置するためには、本発明の結合器具は、現在はクラップ結合器具が設置された移動手
段に設けられている通常の接続手段を有する。用語「クラップ結合器具」は、ユーザが靴
の踵部分を移動手段から持ち上げることができる結合器具を意味する。これは例えば、発
進の最終段階においてスケート／スキーからの踵の「解放」を必要とするスケーター／ス
キーヤーにとって好ましい。スケート／スキーからの踵の解放を必要とするユーザにとっ
ては、踵が解放される前に最適な様式で力を足から移動手段に伝達するために、初期抑留
又は抵抗が必要である。例えば特許文献２に開示された結合器具では、踵を適切に持ち上
げる能力が同時に失われてしまうため、この抵抗を含むことはできない。クラップ結合器
具を組み合わせた本発明による結合器具では、回転運動から分離して踵を持ち上げる能力
を生み出すことにより、これを解決する。ここでは、バネ又は同様の構成要素を設置する
ことができ、これにより、初期回転運動において抵抗を得ることができる。こうして、ク
ラップ結合器具を本発明の下又は上部に設置することにより、踵を持ち上げる能力が達成
される。
【００１７】
　結合器具の実施形態によると、第１及び／又は第２の接触面を相互交換可能に配設する
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。これによりユーザは、上側シャーシと下側シャーシとの間の運動範囲を容易に調製でき
る。
【００１８】
　結合器具の実施形態によると、少なくとも１つの相互交換可能な接触面は、独立した前
部及び独立した後部を含む。これによりユーザは、異なる湾曲を組み合わせることができ
る。
【００１９】
　結合器具の実施形態によると、第１又は第２の相互交換可能な構成要素の少なくとも一
方は、結合器具の長手方向に可動に配設される。これによりユーザは、この湾曲が足の下
のどこに配設されているかを容易に調製することができる。
【００２０】
　結合器具の更なる実施形態によると、同様の効果に達する他の方法を提示するために、
結合器具の特定の詳細部分を相互交換する。
【００２１】
　ここで説明される態様、特徴及び利点、並びに他の態様、特徴及び利点は、以下の実施
形態、説明及び図面を参照してさらに明らかになるだろう。
【００２２】
　本発明の現在の好ましい実施形態の例を示す添付の概略図を参照して、以下に本発明を
より詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】図１は、本発明による結合器具の実施形態である。
【図２Ａ】図２Ａは、結合器具が含む上側シャーシ部分の詳細図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、結合器具が含む上側シャーシ部分の詳細図である。
【図３Ａ】図３Ａは、使用中の結合器具の実施形態である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、使用中の結合器具の実施形態である。
【図３Ｃ】図３Ｃは、使用中の結合器具の実施形態である。
【図４Ａ】図４Ａは、本発明による結合器具の実施形態が含む連結手段の拡大図である。
【図４Ｂ】図４Ｂは、本発明による結合器具の実施形態が含む連結手段の拡大図である。
【図４Ｃ】図４Ｃは、本発明による結合器具の実施形態が含む連結手段の拡大図である。
【図５Ａ】図５Ａは、本発明による結合器具の実施形態が含む連結手段の拡大図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、本発明による結合器具の実施形態が含む連結手段の拡大図である。
【図５Ｃ】図５Ｃは、本発明による結合器具の実施形態が含む連結手段の拡大図である。
【図６】図６は、本発明による結合器具の実施形態である。
【図７】図７は、本発明による結合器具の実施形態である。
【図８】図８は、本発明による結合器具の実施形態が含む、相互交換可能な構成要素の斜
視図である。
【図９Ａ】図９Ａは、本発明による結合器具の実施形態が含む上側シャーシ部分の長手方
向側面断面図である。
【図９Ｂ】図９Ｂは、本発明による結合器具の実施形態が含む下側シャーシ部分の長手方
向側面断面図である。
【図１０Ａ】図１０Ａは、本発明による結合器具の実施形態が含む相互交換可能な構成要
素の斜視図である。
【図１０Ｂ】図１０Ｂは、本発明による結合器具の実施形態が含む相互交換可能な構成要
素の斜視図である。
【図１１】図１１は、本発明による結合器具の実施形態が含む相互交換可能な構成要素の
側面断面図である。
【図１２】図１２は、本発明による結合器具の実施形態の断面図である。
【図１３】図１３は、本発明による結合器具の実施形態の側面図である。
【図１４Ａ】図１４Ａは、本発明による結合器具の実施形態の側面断面図である。
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【図１４Ｂ】図１４Ｂは、図１４Ａの実施形態の代替設計の断面図である。
【図１４Ｃ】図１４Ｃは、図１４Ａの実施形態の代替設計の断面図である。
【図１４Ｄ】図１４Ｄは、図１４Ａの実施形態の代替設計の断面図である。
【図１５Ａ】図１５Ａは、本発明による結合器具の実施形態の側面断面図である。
【図１５Ｂ】図１５Ｂは、図１５Ａの実施形態の１つの設計による断面図である。
【図１６Ａ】図１６Ａは、本発明による結合器具の実施形態の側面断面図である。
【図１６Ｂ】図１６Ｂは、本発明による結合器具の実施形態の側面断面図である。
【図１７】図１７は、本発明による結合器具の実施形態の側面断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　図１を参照すると、本発明による結合器具１の実施形態が示されている。結合器具１は
、靴２を、氷の上を滑るためのスケート又はスキー（これ以降、移動手段３と呼ぶ）に接
続するよう配設される。疑問を避けるために、スケートは、独立した刃又は何らかの形式
でスケートのシャーシと一体化された刃のいずれかによってなり得ることに留意されたい
。靴２は爪先領域４及び踵領域５を有する。靴２は、目的に適したいずれのタイプの靴を
含む。靴のタイプは本発明の保護範囲を限定するものではなく、従って、本特許出願にお
いてより詳細に説明しない。移動手段３は、目的に適したタイプの移動手段を含む。移動
手段のタイプは本発明の保護範囲を限定するものではなく、従って、本特許出願において
より詳細に説明しない。結合器具１は、少なくとも１つの上側シャーシ部分６及び少なく
とも１つの下側シャーシ部分７を含む少なくとも１つのシャーシを含む。上側シャーシ部
分６は好ましくは靴２に接続される。下側シャーシ部分７は好ましくは移動手段３に接続
される。上側シャーシ部分６及び下側シャーシ部分７は、連結手段８を介して互いに接続
される。図１の連結手段８は、本発明に使用される連結手段の単なる１つの可能な実施形
態である。連結手段８により、
上側シャーシ部分６及び下側シャーシ部分７は、移動手段３の長手方向に、互いに対して
後方及び前方の両方に回転することができる。代替実施形態では、上側シャーシ部分６は
靴２に一体化されている。代替実施形態では、下側シャーシ部分７は移動手段３に一体化
されている。
【００２５】
　連結手段８は様々な様式で実施することができるが、常に連結機能及び跳ね返り機能の
両方を有する。これは、１つ又は複数の構成要素によって達成され、それぞれの構成要素
は、独立して又は組み合わさって、一方又は両方の効果を有する。構成要素は一緒に又は
分離させて配置することができる。構成要素の非限定的な例には、車軸、ネジ、ボルト、
バネ、ストラップ及びブッシュが含まれる。実施形態に関わらず、これらの効果を可能と
する部品は「連結手段」に含まれる。図示した実施形態は連結手段の単なる可能な実施形
態であり、本発明の範囲を限定するものではない。
【００２６】
　図２は、上側シャーシ部分６の好ましい実施形態を示す。図示した実施形態は、上側シ
ャーシ部分６の単なる１つの可能な実施形態であり、本発明の保護範囲を限定するもので
はない。上側シャーシ部分６は好ましくは、前側取り付け部分９及び後側取り付け部分１
０を含み、これらは一緒になって、靴２への取り付けを可能にする。代替実施形態では、
前側取り付け部分９及び後側取り付け部分１０は一体化されており、例えば取り付けプレ
ート（図示せず）等の、１つの取り付け部分を形成する。前側取り付け部分９は、靴２の
爪先領域４に接続されるようになっている。後側取り付け部分１０は、靴２の踵領域５に
接続されるようになっている。例示的実施形態における上側シャーシ部分６は、２つの基
本的に垂直な部分１１を含み、これらはそれぞれ下側シャーシ部分７の外側に沿って延在
する。代替として、垂直部分１１は目的に適した別の方向及び形状を有してよい。代替実
施形態における垂直部分１１は、下側シャーシ部分７の少なくとも１つのトラック（図示
せず）に沿って延在する。垂直部分１１の技術的効果は、これらがねじり剛性を増大させ
、下側シャーシ部分７と上側シャーシ部分６との間の相対的な運動を制御するというもの
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である。上側シャーシ部分６のこの実施形態では、少なくとも１つの第１の接触面１２は
、垂直部分１１の間に、長手方向に底部に配設される。好ましい実施形態では、第１の接
触面１２は曲線から成る。代替実施形態では、第１の接触面１２は、目的に適した、別の
弧状の面である。上側シャーシ部分６は、垂直方向に、少なくとも１つの貫通孔１３を備
える。
【００２７】
　代替実施形態では、上側シャーシ部分６には垂直部分１１を設けない。代替実施形態で
は、上側シャーシ部分６は垂直部分１１を１つだけ備えるか、又は代替として３つ以上の
垂直部分を備える。結合器具１をより軽量にするために、結合器具１は垂直部分１１に穿
孔、孔又は同様の解決策を備えてよい。上側シャーシ部分６の取り付け部品９及び１０に
は、孔、クリップ機能又は靴２への取り付けを容易にするその他の適切なデバイスを設け
ることができる。
【００２８】
　図３Ａ～３Ｃは、本発明による結合器具１の好ましい実施形態を示し、この結合器具１
は、靴２に取り付けられる上側シャーシ部分６と、長方形のプレートからなり、移動手段
３に取り付けられる下側シャーシ部分７とを備える。上側シャーシ部分６及び下側シャー
シ部分７は連結手段８によって接続され、連結手段８は車軸１８及び跳ね返り要素１９を
備える。図示した実施形態は下側シャーシ部分の単なる１つの可能な実施形態であり、本
発明の保護範囲を限定するものではない。この実施形態では、第２の接触面１４は平坦で
あり、下側シャーシ部分７の上部に長手方向に配設される。この実施形態では、下側シャ
ーシ部分７には少なくとも１つの垂直な貫通孔１５が設けられ、これを通して車軸１８が
配設される。下側シャーシ部分７には、孔、クリップ機能又は移動手段３への取り付けを
容易にするその他の適切なデバイスを設けてよい。代替実施形態では、下側シャーシ部分
７は、結合器具１の長手方向に少なくとも１つのトラックを含み、この長手方向に沿って
、少なくとも１つの垂直部品１１が延在する（図示せず）。
【００２９】
　図３Ａ～３Ｃに示す例示的実施形態では、上側シャーシ部分６は２つの補強要素１６を
含む。図では、補強要素１６はネジ山付きロッドとして例示されている。各ネジ山付きロ
ッド１６は好ましくは、ネジ又はその他の適切な固定器具を用いて上側シャーシ部分６中
に取り付けられ、下側シャーシ部分７中のスロット１７を通過する。補強要素１６の技術
的効果は、結合器具１のねじり剛性を増大させることである。上側シャーシ部分６と下側
シャーシ部分７との間がねじれている間、即ちねじれ力がかかっている間、補強要素１６
はスロット１７で自由である。代替実施形態では、結合器具１を、補強要素１６及び下側
シャーシ部分７内のスロット１７を用いずに構成してよい。図示した実施形態は補強要素
の単なる１つの可能な実施例であり、本発明の範囲を限定するものではない。
【００３０】
　図４Ａ～４Ｃは、連結手段８の実施例及びその機能を示す。この実施形態では、連結手
段８は車軸１８及び跳ね返り要素１９からなる。車軸１８は、基本的に垂直方向に配設さ
れ、下側シャーシ部分７に配設された孔１５と、上側シャーシ部分６に配設された孔１３
を通過する。車軸１８はネジ、ボルト又は別の適切な部品からなってよい。この実施形態
では、跳ね返り要素１９は車軸１８の周りに配設される。跳ね返り要素１９は、車軸１８
及び少なくとも１つのナット２０又は目的に適した他の構成要素両方によって保持される
。跳ね返り要素１９は例えば、ゴム、ゴム様の材料若しくは目的に適した他の材料製のブ
ッシュ、又はバネからなってよい。その技術的機能は、連結手段８が上側シャーシ部分６
及び下側シャーシ部分７を共に保持し、跳ね返り効果を提供することである。
【００３１】
　上で詳細に説明した部品により、上側シャーシ６と下側シャーシ７との間の無段階回転
運動が可能になり、シャーシを互いに対して後方にも前方にも揺動し、このことが、本発
明を従来技術から明確に区別する。本発明の結合器具の、後方にも前方にも揺動する能力
により、上記発明の概要に記載した利点が実現される。図３Ａ～３Ｃは、部品が共に作用
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した際の結合器具１の機能を示し、これは以下の文中でより詳細に説明される。
【００３２】
　図３Ａ～３Ｃの実施形態では、上側シャーシ部分６の第１の湾曲した接触面１２は、下
側シャーシ部分７の平坦な第２の接触面１４に載置されている。連結手段８は、上側シャ
ーシ部分６を下側シャーシ部分７に係合させる。連結手段８は可撓性の跳ね返り要素１９
を含むため、上側シャーシ部分６と下側シャーシ部分７の間の運動が可能である。スケー
ター／スキーヤーが脚を動かして靴２の爪先領域４又は踵領域５に圧力をかけると、上側
シャーシ部分６の湾曲した第１の接触面１２と、下側シャーシ部分７の平坦な第２の接触
面１４は、互いに対して移動する。好ましくは、湾曲した第１の接触面１２は平坦な第２
の接触面１４に対して回転する。跳ね返り要素１９は、スケーター／スキーヤーが圧力を
印加する側において、一緒に押圧されてエネルギを蓄積する。圧力が無くなると、跳ね返
り要素１９はエネルギを解放し、元の形状に復帰する。
【００３３】
　図３Ａ～３Ｃの実施形態では、車軸１８がネジからなる場合、跳ね返り要素１９を車軸
１８又はナット２０を締めることにより圧迫でき、これにより、所定の力による下側シャ
ーシ部分７と上側シャーシ部分６との間の運動の範囲は小さくなる。反対に車軸１８又は
ナット２０を緩めると、ブッシュ１９の圧迫が弱まり、所定の力による下側シャーシ部分
７と上側シャーシ部分６との間の運動の範囲は増大する。従って、跳ね返り要素１９がど
の程度強く圧迫されるかに応じて、所定の力による下側シャーシ部分７と上側シャーシ部
分６との間の運動は異なる。
【００３４】
　上述の無段階運動により、複数の異なるタイプのユーザにとって利益がもたらされる。
氷／雪に対する長い接触面を有する独立した移動手段を用い、結合器具を用いてこの移動
手段を１つ又は複数の回転ポイントに取り付ける、クロスカントリースキーヤー及びアイ
ススケーターには、本発明は既存の設計に比べて有利である。発進を達成するために必要
な運動は上側シャーシ部分と下側シャーシ部分との間の無段階回転運動によって実現する
ことができ、足首又は爪先関節の更なる運動を必要としない。従ってスキーヤー／スケー
ターは、足及び脚により良好なサポートをもたらすより剛性の靴を使用することができ、
これにより、発進時に足から移動手段への力の優れた伝達を利用することができる。更に
、無段階回転運動により、スキーヤー／スケーターは、膝、足又は爪先関節を屈曲させる
必要なしに、重心及びこれに伴い氷／雪に対する圧力を移動させることができる。これに
より、発進の全段階を通して一定の圧力をかけることが可能となり、これにより、既存の
設計よりも効率良く発進できる。スケーター／スキーヤーが回転運動を用いて重心を前方
に移動させる際に生成される動力学的エネルギもまた、より強力な発進に寄与する。本発
明により、固定された回転ポイントを用いない連結技術が可能となるため、スケーター／
スキーヤーは発進時に、そのスケート／スキースタイル及び地形に応じて、足首の角度を
調製することができる。
【００３５】
　靴と共に１つのユニットとして見ることができる移動手段を使用するスケーターも存在
する。この場合、発進にあたって移動手段と靴との間に運動は存在しない。このようなス
ケーターの中には、バンディ選手等、氷に対する長い接触面を有する移動手段を使用する
スケーターもいれば、ホッケー選手等、氷に対する短い接触面を有する移動手段を使用す
るスケーターもいる。上側シャーシ部分と下側シャーシ部分との間に湾曲した接触面を配
置することにより、即ち、靴と移動手段とが１つのユニット内にあるにも関わらずこれら
の間の運動を可能とすることにより、本発明は、どちらの種類のスケーターにとっても、
氷に対する接触面を延長することを可能にし、これによって良好な滑走を提供する。同時
に、本発明はどちらの種類のスケーターにとっても、より迅速かつ短時間でのターン及び
方向転換を行う等の、氷に対する短い接触面の利点を維持又は改善することができる。
【００３６】
　図５Ａ～５Ｃを参照すると、本発明による結合器具１の代替実施形態による連結手段８
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が示されている。この実施形態では、連結手段８は基本的に水平方向に配設された車軸１
８を含む。好ましくは、車軸１８は、垂直部分１１において、その両端で上側シャーシ部
分６に取り付けられており、下側シャーシ部分７に配設された跳ね返り要素１９を通過す
る。代替実施形態では、車軸１８は下側シャーシ部分に設置され、上側シャーシ部分６に
配設された少なくとも１つの跳ね返り要素１９を通過する。
【００３７】
　図６を参照すると、本発明による結合器具１の代替実施形態が示されている。この実施
形態では、下側シャーシ部分７は湾曲した第２の接触面１４を含み、上側シャーシ部分６
は平坦な第１の接触面１２を含む。
【００３８】
　図７を参照すると、本発明による結合器具１の代替実施形態が示されている。この実施
形態では、第１の接触面１２及び第２の接触面１４はいずれも湾曲している。
【００３９】
　結合器具１の実施形態によると、第１の接触面１２及び第２の接触面１４の少なくとも
一方は、別個の要素として配設されることにより、相互交換可能である。図８は、結合器
具１の１つの実施形態による相互交換可能な構成要素を示す。相互交換可能な構成要素２
２を、その片側において上側シャーシ部分６に対して同一平面上に存在するように配設す
るか又は上側シャーシ部分６に取り付けることができ、これにより、上側シャーシ部分６
の一部を形成し、反対側、即ち自由な側は、下側シャーシ部分７に対して載置される面を
含む。代替として、相互交換可能な構成要素２３を、その片側において下側シャーシ部分
７に対して同一平面上に存在するように配設するか又は下側シャーシ部分７に取り付ける
ことができ、これにより、下側シャーシ部分７の一部を形成し、反対側、即ち自由な側は
、上側シャーシ部分６に対して載置される面を含む。ここで、独立した相互交換可能な構
成要素２２は、第１の接触面１２を含み（図８ではこの第１の接触面を２２：１２で表す
）、第２の独立した相互交換可能な要素２３は、第２の接触面１４を含む（図８ではこの
第２の接触面を２３：１４で表す）。図示した実施形態の相互交換可能な構成要素２２又
は２３は、連結手段８を配置することができる貫通孔２４を含む。相互交換可能な構成要
素を用いることの技術的効果は、ユーザが下側シャーシ部分７と上側シャーシ部分６との
間の運動範囲を容易に調製することができることである。独立した相互交換可能な構成要
素２２及び／又は２３の少なくとも一方を、交換した（１つ又は複数の）接触面よりも大
きな半径を有する（１つ又は複数の）接触面を有する相互交換可能な構成要素で置換する
ことにより、下側シャーシ部分７と上側シャーシ部分６との間の運動範囲は減少する。独
立した相互交換可能な構成要素２２及び／又は２３の少なくとも一方を、交換した（１つ
又は複数の）接触面よりも小さな半径を有する（１つ又は複数の）接触面を有する相互交
換可能な構成要素で置換することにより、下側シャーシ部分７と上側シャーシ部分６との
間の運動範囲は増大する。好ましくは、独立した相互交換可能な構成要素２２及び／又は
２３は、固定デバイスを用いずに緩く配置される。そしてこれらは、連結手段８が上側シ
ャーシ部分６及び下側シャーシ部分７に対して印加する圧迫力によって所定の位置に保持
される。
【００４０】
　図９Ａ～９Ｂは、上側シャーシ部分６及び／又は下側シャーシ部分７が好ましくは少な
くとも１つのサポート部分（踵）２５をその前側領域及び後側領域それぞれに含むような
結合器具１の好ましい実施形態の概略側面断面図である。サポート部分の技術的機能は、
このサポート部分が、独立した相互交換可能な構成要素２２及び／又は２３が結合器具１
の長手方向に移動するのを防止することである。図９Ａ～９Ｂはまた、上側シャーシ部分
６及び／又は下側シャーシ部分７が、突出部品２６を用いてどのように配設されるか、並
びに、独立した相互交換可能な構成要素２２及び／又は２３を所定の位置に保持するため
に、相互交換可能な構成要素２２及び／又は２３が、対応する受容部品２７を用いてどの
ように配設されるかも示す。代替として、独立した相互交換可能な構成要素２２及び／又
は２３を、例えばネジ留め、接着、又はクリップ等の簡易固定器具を用いた取り付けによ
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って、上側シャーシ部分６又は下側シャーシ部分７に取り付けてよい。
【００４１】
　代替実施形態では、独立した相互交換可能な構成要素２２及び／又は２３の少なくとも
一方は分離可能である。そして、独立した相互交換可能な構成要素２２及び／又は２３は
、好ましくは、移動手段の横断方向に分離可能である。図１０Ａ～Ｂは、分離可能な独立
した相互交換可能な構成要素２２及び／又は２３の１つの実施形態を示す。次に、相互交
換可能な構成要素２２及び／又は２３は、前部２２ａ及び／又は２３ａ並びに後部２２ｂ
及び／又は２３ｂを含む。その技術的効果は、連結手段８を相互交換可能な構成要素２２
及び／又は２３の孔２４内に配置するために除去する必要がない場合、独立した相互交換
可能な構成要素２２及び／又は２３を交換することが容易になることである。前部２２ａ
及び／又は２３ａ並びに後部２２ｂ及び／又は２３ｂを、対向する側から（結合器具１の
前部及び後部から）正しい位置に設置することができる。前部２２ａ及び／又は２３ａ並
びに後部２２ｂ及び／又は２３ｂを、クリップ、ネジ、又は面２２ｃ、２２ｄ、２３ｃ及
び２３ｄ（図示せず）に配設された突出要素及び受容要素等の適切な固定要素によって、
所定の位置に保持できる。
【００４２】
　第１の接触面又は第２の接触面を含む独立した相互交換可能な構成要素を、前部及び後
部の２つの部品に分割することにより、前部と後部を異なる半径又は湾曲で組み合わせる
ことで、第１及び／又は第２の接触面に沿った湾曲の半径Ｒ及び／又は形状を、スケータ
ー／スキーヤー独自の選択に適合させることができる。図１１は、前部２２ａ又は２３ａ
が第１／第２の接触面の第１の部分１２ａ／１４ａ（半径Ｘ）を含み、後部２２ｂ又は２
３ｂが、第１／第２の接触面の第２の部分１２ｂ／１４ｂ（半径Ｙ）を含む、独立した相
互交換可能な構成要素２２又は２３の実施形態を示す。
【００４３】
　代替実施形態では、独立した相互交換可能な構成要素２２及び／又は２３の少なくとも
一方は可動である（図示せず）。即ち、第１の独立した相互交換可能な構成要素２２は好
ましくは上側シャーシ部分６に対して可動であり、第２の独立した相互交換可能な構成要
素２３は好ましくは下側シャーシ部分７に対して可動である。第１の独立した相互交換可
能な構成要素２２及び／又は第２の独立した相互交換可能な構成要素２３は好ましくは、
移動手段３の長手方向に可動である。その技術的効果は、スケーター／スキーヤーが、足
の下のどこに湾曲が位置するかを決定できることである。これは、スキーヤー／スケータ
ーの個々のスケートスタイルに応じて結合器具１を調整できるようにするために重要であ
る。１つの代替実施形態では、下側シャーシ部分７全体が、上側シャーシ部分６に対して
可動である（図示せず）。好ましくは、下側シャーシ部分７全体は、移動手段３の長手方
向に可動である。
【００４４】
　代替実施形態では、連結手段８が、上側シャーシ部分６又は下側シャーシ部分７に対し
て可動である（図示せず）。好ましくは、連結手段８は、結合器具１の長手方向に可動で
ある。
【００４５】
　図１２は、連結手段８が、結合手段１の垂直方向に基本的に配設された、２つのラバー
ストラップ２１又は弾性機能を有する目的に適したその他の構成要素を含む、代替実施形
態を示す。代替実施形態では、弾性要素の数は１つ又は３つ以上であってよい。
【００４６】
　代替実施形態では、連結手段８は、基本的に水平方向に配設された、少なくとも１つの
ラバーストラップ２１又は弾性機能を有する目的に適したその他の構成要素を備える。
【００４７】
　図１３を参照すると、本発明による結合器具の代替実施形態が示されている。この代替
実施形態では、結合器具１は、上側シャーシ部分６と下側シャーシ部分７との間に配設さ
れた独立した中間構成要素２８を含む。独立した中間構成要素２８は、上側接触面２４及
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び下側接触面２５を含む。上側及び下側接触面２４、２５の少なくとも一方は湾曲してい
る。上側接触面２４は更なる第２の接触面を構成し、その少なくとも一部は、上側シャー
シ部分６及び下側シャーシ部分７が互いに対して枢動する間、上側シャーシ部分６が含む
第１の接触面１２の少なくとも一部と接触する。下側接触面２５は更なる第１の接触面を
構成し、その少なくとも一部は、上側シャーシ部分６及び下側シャーシ部分７が互いに対
して枢動する間、上側シャーシ部分７が含む第２の接触面１４の少なくとも一部と接触す
る。
【００４８】
　図１４Ａ～１４Ｄを参照すると、本発明による結合器具の代替実施形態が示されている
。これらの代替実施形態では、下側シャーシ部分７は移動手段３からなる。結合器具１の
代替実施形態によると、図１４Ａ～１４Ｄに見られるように、車軸１８は、下側シャーシ
部分７又は上側シャーシ部分６と一体化されている。
【００４９】
　図１５Ａ～１５Ｄを参照すると、本発明による結合器具の代替実施形態が示されている
。これらの代替実施形態では、下側シャーシ部分７は移動手段３と一体化されている。下
側シャーシ部分７を移動手段３に一体化することは、例えば結合器具１全体の高さを低く
するにあたって有利である。
【００５０】
　図１６Ａ～１６Ｂを参照すると、本発明による結合器具の代替実施形態が示されている
。図１６Ａの代替実施形態では、結合器具１はクラップ結合器具２６の上部に設置される
。図１６Ｂの代替実施形態では、結合器具１は上部に設置されたクラップ結合器具２６を
有する。
【００５１】
　図１７を参照すると、本発明による結合器具の代替実施形態が示されている。この代替
実施形態では、結合器具１の連結手段８は、車軸１８から独立した少なくとも１つの跳ね
返り要素１９又はラバーストラップ２１を含む。跳ね返り要素１９を独立させ、跳ね返り
要素１９を結合器具１の後部及び／又は前部に配置すると、てこの作用が小さくなり、従
って圧迫するのにより強い圧力が必要となる。これにより、スケーターが運動を制御する
のが容易になり、足から移動手段への力の伝達が増大する。
【００５２】
　結合器具１の代替実施形態によると、連結手段８は外側にネジ山を有する車軸を含み、
従って、下側シャーシ部分７及び上側シャーシ部分６の少なくとも一方は、連結手段８を
取り付けるための、内側にネジ山を有する受容スロットを含む。
【００５３】
　結合器具１の代替実施形態によると、連結手段８の一部を形成する跳ね返り要素１９は
、上側シャーシ部分６又は下側シャーシ部分７と一体化されている。
【００５４】
　結合器具１の代替実施形態によると、連結手段８の一部を形成する跳ね返り要素１９は
、少なくとも１つのバネ、又は跳ね返り効果を有する、目的に適した少なくとも１つの他
の構成要素からなる。
【００５５】
　結合器具１の代替実施形態によると、連結手段８は跳ね返り要素１９を用いずに作製さ
れ、これにより、上側シャーシ部分６と下側シャーシ部分７との間の運動は、連結手段８
とシャーシ部分との間の空間、並びに／又は、シャーシ部分及び連結手段８の材料の選択
によって決定される。
【００５６】
　結合器具１の代替実施形態によると、上側シャーシ部分６は靴２と一体化されている。
【００５７】
　結合器具１の代替実施形態によると、垂直部品１１は下側シャーシ部分７に配設され、
上側シャーシ部分６は少なくとも１つのトラックを含むことができる。
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【００５８】
　結合器具１の代替実施形態によると、連結手段８は、上側シャーシ部分６及び下側シャ
ーシ部分７を容易に分解することができ、またその後、スナップロック又は他の適切なロ
ックデバイスを含む連結手段８を用いて、容易に再び組立てることができるように配設さ
れる。これは、例えば相互交換可能な構成要素の設置及び交換中、又はその他の目的のた
めに有利である。
【００５９】
　特定の好ましい実施形態について詳細に説明してきたが、本発明の範囲内における変更
及び改変は当業者には明らかとなり得るし、全てのこのような詳細、変更及び改変は、以
下の特許請求の範囲内と見なされる。
【００６０】
　本発明の詳細な説明では、設計の詳細については、当業者に明らかであるため省略した
。このような明らかな設計の詳細は、本発明の適切かつ完全な性能を実現するために必要
な範囲に含まれる。例えば、ワッシャ、ネジ又はリベット等の構成要素は、十分な機能を
得るために必要な範囲に含まれる。
【００６１】
　本出願の目的のために、及び特に添付の請求項に関して、単語「含む（ｉｎｃｌｕｄｉ
ｎｇ）」及び「備える（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」は、他の構成要素を排除するものでは
ないこと、単語「ある／１つの（ａ又はａｎ）」は複数を排除するものではないことに留
意されたく、これらはそれ自体として、当業者には明らかであろう。例えば、請求項１を
参照すると、結合器具は上述したように、２つ以上の第１の接触面及び２つ以上の第２の
接触面を有することができる。
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